
福山市景観計画検討懇談会設置要綱 
 
 （目的） 
第１条 景観法（平成１６年法律第１１０号）第８条に規定する景観計画を策定するに

当たり、良好な景観について広く市民の意見を求めるため、福山市景観計画検討懇談

会（以下「懇談会」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 
第２条 懇談会の委員は、次に掲げる事項について、市長に意見を述べるものとする。 

(１) 現在及び将来にわたる良好な景観の整備及び保全並びに形成に関する事項 

(２) 新たに創出する良好な景観の形成に関する事項 

(３) 前２号の景観が調和した景観を形成するために必要な事項 

(４) 良好な景観を形成するために必要な施策に関する事項 

(５) 前各号に掲げるもののほか、景観計画の策定に関し市長が必要と認める事項 

 （懇談会） 
第３条 懇談会の委員は、２０人以内とする。 
２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(１) 学識経験を有する者 

(２) 前号に掲げる者のほか、懇談会の目的を達成する上で市長が特に必要と認める

者 

３ 懇談会は、市長が招集する。 
４ 市長は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことができる。 
（任期） 

第４条 委員の任期は、景観計画が策定される日までとする。 
２ 市長は、委員が在任中に前条第２項各号に規定する要件に該当しなくなったとき、

又は特別の事由が生じたときは、その在任中であってもこれを解嘱することができる。 
 （座長） 
第５条 懇談会には、座長を置くものとし、委員のうちから市長が指名する。 
２ 座長は、懇談会の進行を行う。 
３ 座長に事故があるときは、あらかじめ市長が指名する委員がその職務を代理する。 
 （事務局） 
第６条 懇談会の事務を処理するため、事務局を福山市建設局都市部都市計画課に置く。 
 （その他） 
第７条 この要綱に定めのない事項について必要が生じた場合は、その都度、市長が別

に定めるものとする。 
   附 則 
 この要綱は、２００９年（平成２１年）１月１４日から施行する。 

資料－１ 

090213 検討懇談会



福山市景観計画検討懇談会 委員名簿 

      （敬称略・５０音順） 

 所 属 役職等 名 前 備 考 

１ 
社団法人広島県建築士会 

福山支部 
常任幹事 伊藤 倫彦  

２ 福山市女性連絡協議会 会 長 井上 タカ子  

３ 福山市農業委員会 会長職務代理者 大場 勉  

４ 広島県福山地域事務所農林局 次 長 小笠原 繁哉  

５ 広島県都市局都市企画課 事業調整監 小田 政之  

６ 福山市文化財保護審議会 会 長 佐道 弘之  

７ 
国土交通省中国地方整備局 

福山河川国道事務所 
副所長 高橋 利彰  

８ 福山市議会建設水道委員会 委員長 千葉 荘太郎  

９ 広島大学地域連携センター 副センター長 塚本 俊明 （座長） 

10 福山大学工学部 教 授 中山 昭夫 （座長職務代理） 

11 
広島県環境県民局環境部 

環境保全課 
課 長 長谷 茂夫  

12 福山市自治会連合会 副会長 林 幹人  

13 福山商工会議所 副会頭 藤井 基博  

14 福山市商店街振興組合連合会 副理事長 細川 忠利  

15 広島弁護士会福山地区会 弁護士 本田 祐二  

16 広島県福山地域事務所建設局 次 長 水越 敏明  

17 社団法人福山市観光協会 事務局長 森原 英藏  

２００９年（平成２１年）２月１３日現在 


